
 

７月４日 「七夕（たなばた） －星に願いを－」 
 

今週の７月７日は何の日か知っていますか。そうです「たなばた」

です。では、たなばたを漢字で書くとどうなるか知っていますか。 

一年生には難しいですね。答えは「七夕」です。どうして「七」と

「夕」の漢字が使われているかというと、たなばたの行事は、７月７

日の夕方に行われていたからだそうです。 

「七夕」という行事は、もともと、水の神様に秋の豊作を願ったり、

織物が上手になりますようにと願ったりしていた行事です。また、中

国の星伝説である「織姫」と「彦星」が一年に一回、天の川を渡って

会える日とも言われ、願い事が叶う日とも言われています。 

昔は「七夕」を「しちせき」と呼んでいたそうです。「たなばた」

と呼ばれるようになったのは、神様にお供えする着物を作るために

使っていた織り機が「棚機（たなばた）」という名前で、織物が上手

になりますようにという願いが込められて「たなばた」と呼ばれるよ

うになったそうです。 

七夕では、笹や竹に願い事の短冊や飾りを付けます。笹や竹には魔

除けの力があるとされていて、短冊や飾りに込められた願いが無事

に天に届きますようにということから、笹や竹が使われています。１

年生や２年生、こぶし学級やこだま学級の皆さんのためにと、毎年、

宮崎仙太郎さんや後藤 さん、地域社協の皆さんが遠くに出かけら

れ、取って運んできてくださっています。ありがたいですね。お会い

した時には「ありがとうございます」とお礼を言いましょう。 

願い事に使う短冊は「５色の短冊」と言われ、５つの色が使われま

す。その色にも、一つ一つ意味があります。校長室前の掲示板に、色

の意味が分かるように掲示しておきますので、見てください。 

皆さんの願いが、天に届き、その願いがかなうといいですね。 


